
No. 13

20 － 14
27 － 15
26 － 18
26 － 19

－
－
－

S PTS 3Ｐ 2Ｐ FT F NO. S PTS 3P 2P FT
* 13 1 3 4 3 0 * 7 1 2 0
* 20 4 3 2 1 2 - - - -

11 0 5 1 1 5 - - - -
* 15 3 2 2 1 6 * 13 1 5 0

- - - - - 7 0 0 0 0
* 18 1 6 3 1 9 5 0 2 1

1 0 0 1 1 11 3 0 1 1
8 0 4 0 2 13 0 0 0 0
0 0 0 0 1 15 * 7 0 3 1
- - - - - 17 - - - -
- - - - - 20 - - - -

* 13 0 5 3 1 24 * 6 0 3 0
0 0 0 0 1 32 4 0 2 0
- - - - - 34 * 19 1 6 4
- - - - - 38 - - - -
     88 2 0 1 0
     91 - - - -
          
          
          

 
99 9 28 16 13 66 3 25 7

S: PTS: ポイント 3P: 2P: フリースロー F: ファール

担当者：福島 泰治（財団法人広島県バスケットボール協会） (公財)日本バスケットボール協会

 
 

  
 

3ポイントシュート 2ポイントシュート

主審：

副審：

 

谷地　温 

三村　力丸、 早﨑　康佑

大会名称：

開催場所：

試合区分：

第９回全日本社会人バスケットボール選手権大会
東日本大震災復興支援

広島県立総合体育館（広島グリーンアリーナ）　Aコート

男子 準決勝

 鈴木　裕也 

 

 片桐　啓吾 
 傳田　知也 

 三原　大樹　 
 近藤　大 

 小川　起央 

 菅原　康平 

 小林純也 

 三浦　洋平 

FT:

合計
 尾崎智則  / TEAM
 

合計
 三浦　岩夫  / TEAM

スターター

コーチコーチ

 

 尾崎　智則 
 那谷　一樹 
 樋渡　大樹 

 

31

 鎌田　晃輔 
 上野　学 

34
58

 成田　拡明 

F
2
- 小倉　久典 

 田中　將道 
選手名

-

富士通●

66
(実業団１)

日本無線

(実業団４)

 会川　剛史 

 

 鈴木伸之 

選手名
 福田大佑 
 福田侑介 

 于   春龍 

 松林弘祐 

○

99

期　　　日： 2013(H25)年11月4日 (月)

開始時間： 09:30

NO.

 

第1ピリオド：両チームともマンツーマンで試合が始まる。お互い固いディフェンスで相手に思うよう
なプレーをさせない。日本無線は、中、外にパスを上手く振り分けテンポよく得点を重ねる。一方富
士通も、高確率のアウトサイドショットで応酬する。日本無線20－14富士通で第1ピリオドを終了。

第2ピリオド：一気に突き放したい日本無線は、1対1を中心にオフェンスを組み立てる。日本無線#1
福田や#9小林の積極的な仕掛けに対して、富士通は我慢できずファウルを連発。得たフリース
ローを確実に得点に繋げ、日本無線47－29富士通で第2ピリオドを終了。

第3ピリオド：反撃のきっかけを作りたい富士通は#34三浦が果敢に攻め込む。しかし、強固で高さ
のある日本無線のディフェンスの前に、なかなか得点することができない。日本無線#6鈴木の確率
の高い3Pなどでさらに差を広げ、日本無線73－47富士通で第3ピリオド終了。

第4ピリオド：最終ピリオド、積極的な1対1や巧みなパスワークで相手を翻弄し続ける日本無線のオ
フェンスがさらに勢いを増し、次々と得点を重ねていく。終始相手に流れを渡さなかった日本無線
が、一度もリードを許さず日本無線99－66富士通で試合終了。
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 津本　直哉 
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 篠原　賢 
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 山崎　将也 1
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0 上吹越　更太 

 中務   健治 


